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◆ 訪問看護指示書記載についての注意点 ◆ 

① 指示期間 

・訪問看護指示書の指示期間は、1 か月から最大 6 か月の範囲で、主治医が期間を決め訪問看護指示書の指示期間欄に 

記載します。 

・訪問看護指示書は、利用者の病状に応じて指示期間内でも再度交付することができます。 

・1 人の利用者に複数の訪問看護ステーションが訪問している場合には、それぞれの訪問看護ステーションに訪問看護指示書

の原本を交付する必要があります。 

 注） 訪問看護指示書は「主治医が訪問看護の必要性を判断して交付する」ため、「継続して訪問看護が必要と判断した」

場合には、訪問看護指示書の指示期間に再度、訪問看護指示書の交付をする必要があります。 

 

② 主たる傷病名 

・訪問看護の利用者が、制度上介護保険と医療保険のどちらが優先になるのかについて、訪問看護指示書に記載された傷病名

が判断の基準になります。 

・特に悪性腫瘍の場合の「末期状態」パーキンソン病の「ヤールの重症度分類と生活機障害度」「頚髄損傷」など訪問看護指

示書への正確な記載が必要です。 

 

③ 褥瘡の深さ 

・【特別管理加算を算定する】場合や【特別訪問看護指示書を月 2 回交付する】場合、訪問看護指示書の「褥瘡の深さ」の欄

に「真皮を肥える褥瘡の状態」であることを記載する必要があります。 

・「真皮を越える褥瘡の深さ」とはＮＰＵＡＰ分類でⅢ度またはＤＥＳＩＧＨ分類でＤ3、Ｄ4 またはＤ5 をいいます。 

 

④ 装具・使用医療機器等 

・使用している医療機器について〇を付け、（カッコ内）に必ず機器の設定や管理方法、カテーテルのサイズや交換頻度など

について具体的に記載します。 

 

⑤ 留意事項及び指示事項 

Ⅰ. 「療養生活指導上の留意事項」は全体的な注意点を包括的に記載する欄です。 

Ⅱ. 「装具・使用医療機器等の操作援助・管理」など、看護師が行う「診療の補助」行為については、文書による具体的な

指示が必要です。 

 例）1.リハビリテーション： 禁忌動作・禁忌肢位や荷重。内科系疾患を合併している場合の負荷量や留意点 

   2.褥瘡の処置等   ： 部位・処置方法と頻度、薬剤の選択の可否や使用薬剤 

   3.装具・使用医療機器等の操作援助・管理 

             ： 装着器具の種類やサイズ、カテーテル等の定期交換頻度や注意点、管理トラブル発生時の対

応方法など。在宅酸素や呼吸器を使用の場合、流量や濃度等の詳細な指示及び、安静時と労

作時の指示変更について等 

   4.その他      ： 食事制限や排便コントロールの際の具体的内容 

 注）これらの指示事項が記載しきれない場合については別紙に記載し、添付すること 

  

    


